
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                                 

   

 

 

 

保育園を卒園する日がだんだんと近づき、ところどころで卒園お祝い会で歌う歌を口ずさむ声が聴こえていま

す。ある時、壁に貼ってある歌詞を見つめながら「この歌大好きだけどちょっとさみしくなっちゃう」「小さかっ

た時のこと思い出すよね」という会話をしていました。その表情は普段とは違い、少し切なさが伝わってきます。

「私はここが好き」「ぼくはここが気に入ってるんだ」と歌詞を指差し「みんなできれいに歌いたいからいっぱい

練習しよう」という会話をしています。歌詞に自分を重ね、様々な思いを感じられるようになった姿に心の成長を

感じます。 

一年を通し、様々な行事や活動に取り組む中で、友達と思いを交わし考え合うことを大切にしてきました。時に

思いがぶつかり葛藤しながらも、力を合わせてやり遂げる経験をたくさん積み重ねてきた子どもたちは、友達と一

緒だからこそ味わえる楽しさや充実感を感じ、互いの良さにも気付けるようになりました。仲間に認められ、心身

共にたくましく成長したことを自信に、胸を張って保育園を巣立ってほしいと思います。  

３月の園だより 令和７年３月１日 

目黒区立八雲保育園 園長 

来月の行事予定 

 入園進級お祝い会 

 全体保護者会 

 春の遠足（４・５歳児） 

  避難訓練 身体計測 

今月の行事予定  

 卒園お祝い会（４・５歳児） 

 なかよし散歩（３・４・５歳児） 

移動日（全園児） 

お別れ会（全園児） 

 身体計測 避難訓練 

～旅立ちの春、新しい始まりに向けて～ 

 冬も終わりに近づいた頃、5 歳児クラスの子どもたちは就学に向けて宮前小学校、八雲小学校一年生から招待

を受けて近隣の保育園と共に交流会に参加しました。やや緊張した表情の子どもたちを迎えてくれた一年生の中

には、顔見知りの卒園児もいて「今日はよろしくね」と声をかけると“任せて”と返してくれた表情に頼もしさ

を感じました。展覧会では「何から見て回る？」「見えるかな、抱っこしてあげようか」と年下の友達の視線を意

識して関わる一年生の姿があって、保育園卒園後一年間の成長を改めて感じました。保育園に帰るまで「楽しか

った」と笑顔が絶えない子どもたちの姿からも、貴重な経験をさせてくれた一年生に感謝の気持ちでいっぱいに

なりました。そんなある日の休み時間にソワソワしながら数名の女児が事務所にやってきました。可愛い手作り

のパンダに添えられた手紙には「私たちはもうすぐ一年生になるので、私たちが卒園した後も保育園をよろしく

お願いします」とあって驚きました。これまでの保育園生活を通して、就学に向けていろいろな気持ちが大きく

なっている中で自分だけではなく、年下の友達へも気持ちを繋げていることを感じ嬉しく思いました。 

 今年度も残り１か月です。新しい“始まり”に向けて子どもたちが楽しく過ごせる毎日を準備していきたいと

思います。 

」

＊進級するクラスで過ごします。（移動日） 

お迎え時に、衣類を全てお持ち帰りください。 

使用する衣類を 2組セットしてください。新クラスへ職員が衣類かごを移動します。 

新クラスにて、衣類のセットをしてください。ご協力よろしくお願いいたします。 

歌の練習♪ 



4月当初は保育士のそばから離れなかった子どもた

ちも、今では自分で自由に行きたい場所に行っていま

す。気になるものを見つけ“これはなんだろう”と手

にとってみたり、手の中にしっかりと握りしめたりし

ながら「んーんー」と伝えてくれます。また、保育士

のところに歩いてきて「いしー」「はっぱー」と見つ

けた宝物を嬉しそうに見せています。安心できる環境

の中で行動範囲を広げながら、宝物探しを楽しんでい

る子どもたちです。 

ドッジボールではボールを投げるのが楽しいいるか組です。転がってきたボールを急

いで取りに行きますが「僕が先だった」「僕だよ」と取り合いになることもあります。以

前はなかなか譲れませんでしたが、取り合いをしているよりも早くゲームに戻ったほう

が楽しいことに気づくようになり、ボールを譲り合う姿が出てきました。集団遊びで友

達と一緒に遊ぶことの楽しさをたくさん感じ、子どもたちなりに気持ちに折り合いをつ

けようとする姿も出てきています。1年間たくさん遊んだ大好きな友達と一緒に進級へ

の期待を少しずつ膨らませている子どもたちです。  

 

一人の子が「いらっしゃいませ。何がいいです

か？」とお店屋さんを始めると「これください」と友

達が集まってきます。「すみません、もう売り切れで

す」「じゃあ、こっちはありますか」「ちょっとお待ち

くださいね」と子ども同士やりとりを楽しむ姿が増え

てきました。身近な経験からイメージを広げ好きな役

になりきって遊びながら、友達と一緒が楽しいという

気持ちがますます膨らんできています。 

園庭の固定遊具の下で、保育士や数人の友達の家ご

っこが始まると“なにやってるのかな？”と、顔をの

ぞかせながら家の中に入っています。同じコップやバ

ケツ、皿などのアイテムを持って、ご飯を食べながら

友達と顔を見合わせたり嬉しそうにしたりする姿が見

られています。友達の遊びを真似て簡単なやりとりも

増えました。自分の好きな遊びを十分に楽しみなが

ら、“友達と一緒”の心地よさやおもしろさも感じて

います。 

 

外に出ると「オニごっこやろう」と保育士や友達

を誘って一緒にスタート。「オニやりたい」「逃げる

人やりたい」と自分のやりたい役を決めて始めると

オニは「１０数えるね」とやる気満々です。「あっち

までにげよう」「もうくるかな」とドキドキしながら

も、オニが近づいてくると友達と顔を見合わせ、笑

いながら逃げています。保育士や友達と楽しさをた

くさん共感することで、遊びがより楽しくなること

を経験し、みんなで一緒に遊ぶことが大好きになり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

 

 

 

    

 

 

めだか組（０歳児クラス） 

らっこ組（２歳児クラス） 

あひる組（1歳児クラス） 

ぺんぎん組（３歳児クラス） 

いるか組（４歳児クラス） 


